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滑
化
さ
れ
る
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
第
四
期
は
、
寛
永
九
（
「
六
三
二
）
年
か
ら
慶

安
四
（
一
六
五
　
）
年
ま
で
で
、
大
御
所
秀
忠
の

死
か
ら
家
光
の
死
ま
で
の
「
天
下
人
」
家
光
と
し

て
の
時
期
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
大
名
統
制
や
軍

事
・
替
鞘
組
織
の
確
立
を
通
し
て
家
光
が
「
天
下

人
」
と
し
て
権
力
を
掌
握
し
て
い
く
過
程
、
江
戸

時
代
の
国
際
関
係
鎖
国
体
制
の
作
ら
れ
る
さ
ま
、

家
光
の
東
照
大
権
現
家
康
へ
の
敬
神
、
家
光
の
死

な
ど
に
つ
い
て
描
か
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
家
光

は
若
々
し
く
た
く
ま
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
が
、
実
は
た
び
た
び
病
に
か
か
っ
て
い
る
。
特

に
寛
永
「
四
（
｝
六
三
七
）
年
か
ら
｝
五
年
前
半

に
か
け
て
の
病
は
幕
府
の
政
治
組
織
を
改
変
さ
せ

る
ほ
ど
の
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
。
家
光
は
、
寺

社
奉
行
・
勘
定
奉
行
な
ど
の
「
職
」
を
も
う
け
、

そ
れ
を
家
光
自
身
が
直
轄
す
る
将
軍
諸
職
直
轄
制

を
寛
永
一
二
（
一
六
三
五
）
年
に
導
入
し
た
。
し

か
し
、
寛
永
一
四
（
一
六
三
七
）
年
に
は
、
家
光

の
病
に
よ
っ
て
幕
政
が
停
滞
し
た
た
め
、
こ
の
将

軍
諸
職
直
轄
制
は
放
棄
さ
れ
、
将
軍
が
管
轄
す
る

老
中
が
寺
社
奉
行
な
ど
の
諸
職
を
支
配
す
る
と
い

う
老
中
を
中
核
に
据
え
た
政
治
組
織
へ
改
革
さ
れ

た
。　
な
お
、
こ
の
病
は
、
家
光
が
日
光
へ
社
参
す
る

夢
を
見
た
と
こ
ろ
本
復
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
家

康
の
神
徳
で
病
が
本
復
す
る
こ
と
が
数
度
に
及
ん

だ
こ
と
が
家
光
の
家
康
へ
の
再
製
の
理
由
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
本
書
の
内
容
の

概
要
を
紹
介
し
た
。
後
世
に
作
ら
れ
た
史
料
に
基

づ
く
家
光
像
で
は
な
く
、
同
時
代
の
史
料
に
基
づ

い
た
家
光
像
が
描
か
れ
、
か
つ
家
光
の
一
生
が
当

時
の
政
治
動
向
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

本
書
は
今
後
の
家
光
研
究
の
基
本
文
献
と
な
る
だ

ろ
う
。

　
　
　
　
（
A
5
判
　
二
五
〇
頁
　
一
九
九
七
年
七
月

　
　
　
　
吉
川
弘
文
館
　
一
八
○
○
円
）

　
　
　
　
（
東
谷
智
　
京
都
大
学
文
学
部
博
士
後
期
課
程
）

受
贈
図
書

　
　
　
　
（
一
九
九
山
三
年
九
日
刀
～
○
日
～

　
　
　
　
　
～
九
九
七
年
九
月
三
日
）

坂
田
隆
替
　
古
代
の
韓
と
日
本
（
新
泉
社
）

平
尾
丁
半
　
総
合
史
観
一
自
由
の
歴
史
哲
学
1

　
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

渡
辺
信
一
郎
著
　
天
空
の
玉
座
　
中
国
古
代
帝
国

　
の
朝
政
と
儀
礼
（
柏
書
房
）

岡
本
明
著
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
糊
へ
の
道
（
ミ
ネ
ル

　
ヴ
ァ
書
房
）

小
林
道
彦
著
　
日
本
の
大
陸
政
策
一
八
九
五
1
～

　
九
「
四
…
桂
太
郎
と
後
藤
新
平
…
（
南
窓
社
）

山
本
四
郎
著
　
日
本
近
代
国
家
の
形
成
と
展
開

　
（
吉
川
弘
文
館
）

美
川
圭
著
　
院
政
の
研
究
（
臨
川
書
店
）

長
谷
州
高
生
著
　
大
衆
社
会
の
ゆ
く
え
　
オ
ル
テ

　
ガ
政
治
哲
学
　
現
代
社
会
批
判
の
視
座
（
ミ
ネ

　
ル
ヴ
ァ
書
房
）

野
口
鐵
郎
責
任
編
集
　
選
集
　
道
教
と
日
本
　
第

　
一
巻
　
道
教
の
露
場
と
古
代
図
家
（
雄
山
閣
出

　
版
）

平
田
耀
子
著
　
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
と
そ
の

　
周
辺
（
白
桃
書
房
）

佐
藤
彰
一
著
　
修
道
院
と
農
民
（
名
古
屋
大
学
出
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版
会
）

藤
目
ゆ
き
著
　
性
の
歴
史
学
（
不
二
出
版
）

野
口
鐵
郎
責
任
編
集
　
選
集
　
道
教
と
日
本
（
雄

　
山
下
出
版
）

西
村
卓
著
　
　
「
老
農
時
代
」
の
技
術
と
思
想
　
近

　
代
日
本
農
事
改
良
史
研
究
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

　
房
）

栗
原
優
著
　
ナ
チ
ズ
ム
と
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
政
策

　
ー
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
起
源
と
実
態
1
（
ミ
ネ
ル

　
ヴ
ァ
書
房
）

西
本
昌
弘
著
　
日
本
古
代
儀
礼
成
立
史
の
研
究

（
塙
書
房
）

王
建
著
　
愛
知
大
学
文
学
会
叢
書
H
二
道
僻
典

（
汲
古
書
院
）

小
島
道
裕
著
　
城
と
城
下
　
近
江
戦
国
誌
（
新
人

　
物
往
来
社
）

P
・
」
・
ケ
イ
ン
／
A
・
G
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
著

　
竹
内
幸
雄
／
秋
田
旧
訳
　
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資

　
本
主
義
の
帝
国
工
　
創
世
と
膨
張
一
六
八
八
－

　
一
九
一
四
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）

P
・
J
・
ケ
イ
ン
／
A
・
G
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
著

　
木
畑
洋
一
／
旦
祐
介
訳
　
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
資

　
本
主
義
の
帝
国
－
　
危
機
と
解
体
一
九
一
四
1

　
｝
九
九
〇
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）

岡
本
明
編
著
　
支
配
の
文
化
史
－
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ

　
パ
の
解
読
1
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

入
江
節
次
郎
編
著
　
世
界
経
済
史
－
世
界
資
本
主

　
義
と
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
…
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

　
書
房
）

乗
杉
澄
夫
著
　
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
帝
政
期
ド
イ
ツ
の

　
労
働
争
議
と
労
資
関
係
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

兵
藤
釧
著
　
労
働
の
戦
後
史
　
上
　
　
（
東
京
大
学

　
出
版
会
）

兵
藤
釧
著
　
労
働
の
戦
後
史
　
下
　
　
（
東
京
大
学

　
出
版
会
）

ハ
ン
ス
・
K
・
シ
ュ
ル
ツ
ェ
著
千
葉
徳
夫
／
浅

　
野
啓
子
／
五
十
嵐
修
／
小
倉
欣
～
／
佐
久
間
弘

　
展
訳
　
西
洋
史
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
⑫
　
西
欧
中
世

　
史
事
典
－
国
画
と
社
会
組
織
－

纐
纈
芋
蔓
　
日
本
陸
軍
の
対
内
政
策
（
二
部
）

　
研
究
論
集
－

高
橋
和
子
編
　
高
橋
貞
書
簡
－
一
三
六
通
の
手
紙

　
が
語
る
明
治
女
子
学
生
の
生
活
記
録
1
（
イ
ン

　
パ
ク
ト
出
版
会
）

熱
田
神
宮
宮
庁
　
熱
田
神
宮
文
書
　
熱
田
神
宮
宮

　
庁
S
・
M
・
グ
イ
ン
ダ
ー
著
　
和
田
光
弘
／
山
澄
亨

　
／
久
田
由
佳
子
／
小
野
沢
透
訳
　
星
条
旗
　
～

　
七
七
七
1
｝
九
二
四
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）

編
集
後
記

　
八
一
巻
二
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
覧
の

と
お
り
力
作
が
勢
揃
い
い
た
し
ま
し
た
。
さ
て
、

こ
の
と
こ
ろ
頻
発
す
る
諸
々
の
「
事
件
」
は
も
は

や
他
人
事
で
は
な
く
、
万
事
に
よ
り
高
度
な
洞
察

を
促
す
ほ
ど
の
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
『
史
林
』
に
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い

論
考
を
今
後
と
も
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
世
情
不
穏

に
と
も
な
う
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
吹
き
飛
ば
し
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
俊
）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

藏
冷
酒
朋
二
語
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＝
【
O
o
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送
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六
〇
円

史
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第
ム
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第
二
号
（
通
巻
第
四
〇
八
号
）

　
　
　
京
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